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ミ
り

　
２
０
１
６
年
７
月
2
4
日
。

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
国

際
会
議
室
で
第
４
回
国
際
医

療
貢
献
フ
ォ
上
フ
ム
が
開
か

れ
た
。
３
自
治
体
、
4
6
団
体

か
ら
１
２
３
人
が
参
加
。
活

発
な
論
議
と
意
見
交
換
を
踏

ま
え
、
佐
野
俊
二
代
表
世
話

人
か
ら
未
来
志
向
の
「
国
際

医
療
貢
献
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
構
想
が
提
唱
さ
れ
た
。

国
際
医
療
貢
献
フ
ォ
上
フ
ム
’

に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
活

動
実
績
を
主
な
基
盤
に
次
の

三
つ
の
活
動
を
考
え
て
い

る
。

　
①
【
平
均
寿
命
世
界
こ

～
】
レ
o
c
a
l
　
　
l
n
i
t
i
a
t
i
v

ｅ
Ｓ
に
基
づ
い
て
医
療
、
福

祉
、
介
護
関
連
の
教
育
と
先

端
医
療
技
術
、
そ
し
て
医
療

関
連
シ
ス
テ
ム
（
地
区
医
師

会
）
等
の
移
転
に
よ
り
世
界

平
和
に
寄
与
す
る
②
「
開
か

れ
た
相
互
扶
助
」
～
市
民
参

加
型
人
道
支
援
（
外
交
）
に

４
ｙ
＆

　月拳

菅波茂

よ
り
世
界
平
和
に
寄
与
す
る

③
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
ミ

ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
育
成
す

る
。
岡
山
経
済
同
友
会
と
の

連
携
が
特
徴
で
あ
る

ち
な
み
に
、
国
際
医
療｜
協　ｏ

力
と
国
際
医
療
貢
献
の
違
い

を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
Ｉ

９
９
０
年
に
勃
発
し
た
湾

岸
戦
争
の
時
に
日
本
は
多
国

籍
軍
に
１
兆
４
０
０
０
億
円

も
拠
出
し
た
。
し
か
し
、
戦

後
に
ク
エ
ー
ト
が
米
国
の
新

聞
に
掲
載
し
た
感
謝
の
広

告
の
3
0
力
国
に
日
本
の
名
前

が
な
か
っ
た
。
「
な
ぜ
だ
！
」

日
本
中
が
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
。

　
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
米

国
も
ク
エ
ー
ト
も
一
神
教
徒

が
多
い
国
で
あ
る
。
一
神
教

で
は
神
の
預
言
と
し
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
な
け
れ
ば
ど
ん

な
行
動
も
妄
動
と
さ
れ
る
。

日
本
の
従
来
の
国
際
協
力
に

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
い
か
ら

国際医療貢献プラットフォームの具現化
思
う
。

　
国
際
医
療
貢
献
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
基
づ
い
た
国
際
医
療

協
力
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

提
唱
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

　
「
聞
か
れ
た
相
互
扶
助
」
で

あ
る
。

　
１
９
９
３
年
、
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
の
緒
方
貞
子
氏

が
オ
ス
ロ
宣
言
で
触
れ
た
。

そ
れ
は
、
国
連
機
関
と
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
連
機
関

と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
撤
収
後
に

難
民
の
世
話
を
す
る
の
は
口

‐
－
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
か
ら
、
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
が
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
、
東
の
岡
山
」
構
想
の
契

機
で
あ
る
。
人
権
を
ベ
ー
ス

に
し
た
人
道
支
援
に
関
す
る

国
連
諸
機
関
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
集
積
地
で
あ
る
ジ
こ
ネ
ー

ブ
に
対
し
て
、
岡
山
を
相
互岡山国際交流センターで開催された

第４回国際医療貢献フォーラム

扶
助
を
ベ
ー
ス
に
し
た
口
１
の
岡
山
」
構
想
を
裏
付
け
る

カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ハ
ブ
に
し
活
動
と
し
て
、
２
０
０
２
年

て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
両
都
市
を
に
石
井
正
弘
知
事
の
も
と
に

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
世
界
平
和
制
定
さ
れ
た
岡
山
県
国
際
貢

へ
の
人
道
支
援
を
推
進
す
る
献
推
進
条
例
に
基
づ
く
「
国

内
容
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
際
医
療
貢
献
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

　
２
０
０
６
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｉ
ム
」
と
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海

は
国
連
経
済
社
会
理
事
会
総
ト
ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト

合
協
議
資
格
を
認
定
さ
れ
フ
ォ
ー
ム
」
を
紹
介
す
る
こ

た
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
構
想
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ

の
基
本
的
な
仕
組
み
は
完
或
る
。
な
お
、
海
外
に
お
け
る

し
て
い
る
。
岡
山
を
相
互
扶
対
応
組
織
と
し
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

助
を
ベ
ー
ー
ス
に
し
た
ロ
ー
カ
Ｐ
　
（
（
Ｊ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
１
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ハ
ブ
に
す
る
だ
e
r
s
h
i
p
　
f
o
r
　
N
v
o
r
1

め
に
外
務
省
、
岡
山
県
、
岡
（
｛
　
｝
）
ｅ
ａ
Ｃ
ｅ
）
が
あ
る
。

山
市
、
倉
敷
市
等
の
支
援
の
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
平
和
の
定
義

下
に
岡
山
県
下
の
団
体
が
参
に
基
づ
い
て
平
和
構
築
、
生

加
し
て
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
活
支
援
、
健
康
支
援
、
そ
し

そ
し
て
中
南
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
て
健
康
増
進
の
４
分
野
に
、

招
へ
い
し
て
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
関
連
の
団
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

〇
サ
ミ
ッ
ト
を
１
９
９
４
年
卜
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
志
向
ネ
ッ

か
ら
1
2
年
間
に
わ
た
り
毎
年
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と

開
催
し
た
。
医
療
、
教
育
、
し
て
い
る
。

宗
教
そ
し
て
環
境
の
分
野
に
　
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東

お
け
る
複
数
の
国
際
ネ
ッ
ト
の
岡
山
」
構
想
の
も
と
に
「
国

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
際
医
療
貢
献
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

で
き
た
。
「
国
際
医
療
貢
献
Ｉ
ム
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
活

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
想
動
か
岡
山
・
日
本
発
世
界
平

は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
和
へ
の
発
信
と
な
れ
ば
望
外

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
喜
び
で
あ
る
。

　
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ー
ブ
、
東
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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